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平成２０年第１回 

美唄市議会臨時会会議録 

平成２０年２月１３日（水曜日） 

午前１０時３０分 開議 

 

◎議事日程議事日程議事日程議事日程    

 第１ 会議録署名議員の指名 

 第２ 委員長報告 

   1 議案第１号 平成１９年度美唄市一

般会計補正予算（第５号）（予算審査

特別） 

   2 議案第２号 平成１９年度美唄市民

バス会計補正予算（第１号）（予算審

査特別） 

   3 議案第３号 平成１９年度美唄市下

水道会計補正予算（第１号）（予算審

査特別） 

   4 議案第４号 平成１９年度市立美唄

病院事業会計補正予算（第１号）（予

算審査特別） 

   5 議案第５号 平成１９年度美唄市水

道事業会計補正予算（第１号）（予算

審査特別） 

   6 議案第６号 平成１９年度美唄市工

業用水道事業会計補正予算（第１号）

（予算審査特別） 

 第３ 議案第７号 財政調整基金使用の件 

 

◎出席議員出席議員出席議員出席議員（（（（１４１４１４１４名名名名））））    

  議 長  林   国 夫 君 

  副議長  内馬場 克 康 君 

   １番  吉 岡 文 子 君 

   ２番  森 川   明 君 

   ３番  五十嵐   聡 君 

   ４番  高 橋 幹 夫 君 

   ６番  阿 部 義 一 君 

   ７番  長谷川 吉 春 君 

   ８番  米 田 良 克 君 

   ９番  白 木 優 志 君 

  １０番  小 関 勝 教 君 

  １１番  土 井 敏 興 君 

  １２番  本 郷 幸 治 君 

  １３番  紫 藤 政 則 君 

  １５番  谷 村 孝 一 君 

 

◎出席説明員出席説明員出席説明員出席説明員    

 市     長  桜 井 道 夫 君 

 副  市  長  佐 藤 昭 雄 君 

 総 務 部 長  板 東 知 文 君 

 市 民 部 長  岩 本 良 一 君 

 都市整備部長  加 藤   誠 君 

 市立美唄病院事務局長  三 谷 純 一 君 

 総務部総務課長  市 川 厚 記 君 

 総務部総務課総務係長  村 上 孝 徳 君 

 

 教 育 委 員 会 委 員 長  白 戸 仁 康 君 

 教育委員会教育長  村 上 忠 雄 君 

 教育委員会教育部長  安 田 昌 彰 君 

 

◎事務局事務局事務局事務局職員職員職員職員出席者出席者出席者出席者    

 事 務 局 長  藤 井 英 昭 君 

 次     長  和 田 友 子 君 

 総 務 係 長  濱 砂 邦 昭 君 

 

午前１０時３０分 開議 

●議長林 国夫君 これより本日の会議を開

きます。 
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●議長林 国夫君 日程の第１、会議録署名

議員を指名いたします。 

４番 高橋幹夫議員 

６番 阿部義一議員 

を指名いたします。 

 

●議長林 国夫君 次に日程の第２、委員長

報告に入ります。 

 順序１、議案第１号平成 19 年度美唄市一般

会計補正予算（第５号）ないし順序 6、議案

第６号平成 19 年度美唄市工業用水道事業会

計補正予算（第１号）の以上６件を一括議題

といたします。 

 本件について、委員長の報告を求めます。 

 米田予算審査特別委員長。 

●予算審査特別委員会委員長米田良克君（登

壇） 

 ただいま議題となりました、議案第 1 号平

成19年度美唄市一般会計補正予算（第5号）、

議案第2号平成19年度美唄市民バス会計補正

予算（第 1 号）、議案第 3 号平成 19 年度美唄

市下水道会計補正予算（第 1 号）議案第 4 号

平成 19 年度市立美唄病院事業会計補正予算

（第 1 号）、議案第 5 号平成 19 年度美唄市水

道事業会計補正予算（第 1 号）及び議案第 6

号平成 19 年度美唄市工業用水道事業会計補

正予算（第１号）の以上６件について、予算

審査特別委員会の審査の経過並びに結果をご

報告申し上げます。 

 経過といたしまして、２月 12 日委員会を招

集して審査いたしました。 

 審査の前段、各会計に共通する借換債

について理事者より資料が提出され、そ

の説明がありました。 

 議案第 1 号平成 19 年度美唄市一般会

計補正予算（第 5 号）の主な質疑と答弁

について申し上げます。 

 始めに、予算での灯油等の積算単価、

現在の単価、必要経費、現時点での使用

数量を小・中学校別、また、幼稚園の燃

料費についてはどうか、との質疑に対し、

当初の見積りでは、重油は 65 円、灯油

は 67 円で積算。 

 年間使用料見込みについて、小学校の

重油 18 万 8,700 リッター、灯油は 6 万

4,700 リッター、中学校重油は 14 万

7,100 リッター、灯油は 7 万リッター、

現在の単価は、重油が 89 円、灯油が 93

円で積算している。 

 幼稚園費では内部流用もしくは予備

費で対応したい。との答弁。 

 次に、燃料高騰による補正予算を組む

にあたり、その財源を財政調整基金に求

めているが、財政調整基金のあり方から

考えると適切な対応なのか、また、財政

調整基金の年度末の残高、債務負担行為

限度額も補正を提案されているが、その

考え方、また、異常な燃料高騰による美

唄市の予算全体の影響が見えない、除雪

に係わる部分が出ていないがこれらは

どうか、との質疑に対し、今回の補正財

源を財政調整基金に求めた理由として、

基本的には基金条例の第４条であるが、

燃料高騰にしては拡大解釈の議論があ

ると思うが、第６号で「その他特に議会

の議決を経たとき」という項目があり、

それらを踏まえてやむを得なく財政調

整基金を補正財源とした。 
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 また、基金残高は、19 年度末で 13 万

8,000 円程度を予定している。 

 債務負担の追加も燃料費の高騰によ

るものであり、19 年度に不足が見込まれ

る金額について増額するものである。 

 燃料の高騰による予算全体への影響

は、補正及び既定予算内の対応を含めて、

全体で 1,430 万円程度の不足が見込まれ

る。 

 除排雪の関係は、降雪量は平年よりも

多いが、現時点で補正が必要との判断は

聞いていない、との答弁。 

 次に、財政調整基金について、自治体

があるべき姿からどう考えるか、との質

疑に対し、制度の趣旨は押さえているが、

今回の油の高騰ではやむを得ないと判

断して取り崩した。今後厳しい中で十分

そのあり方を考えていきたい、との答弁。 

 次に、一般会計の決算見込みは収支不

足があると考えていいのか、との質疑に

対し、黒字決算は厳しい状況、収支均衡

に向けて努力したい、との答弁。 

 次に、議案第 2 号における質疑答弁の

主なものについて申し上げます。 

 今回の補正は市民バス東線のみを計

上しているが、西線の関係は出てこない

のか、また、補正額の積算はどのように

なっているのか、との質疑に対し、西線

はスクールバスとの混乗がほとんどで、

市民バスとして走っている部分はごく

僅かである。燃料費について多少の影響

は受けているが、内部的に流充用で措置

している。東線は全てが市民バスで軽油

代の影響が大きい。 

 また、積算内容として、当初予算で軽

油１リッターあたり 102 円で 3 万 7,000

リッターを見込んでおり、1,000 リッタ

ー多く使う予定を含めて、年間平均の単

価差が 123.4 円になると見込んでおり、

１月時点では 133 円の単価になっている

が、これらの計算で 469 万円の燃料費が

必要となり、予算内中で流用等の措置も

するため、差引 65 万 4,000 円の内容と

なっている。との答弁。 

 次に、議案第４号における質疑答弁の

主なものについて申し上げます。 

 今回の補正により３月末時点の累積

不良債務見込みをどのように考えてい

るのか、との質疑に対し、平成 19 年度

末の累積不良債務の見込みについては、

昨年の再編計画の中には 19 年度末で 22

億 8,000 万円で記載しているが、入院患

者・外来患者が激減している中で年度末

の不良債務が計画以上になると試算し

ている。との答弁。 

 次に、患者の激減が、今後の病院の状

況にどんな影響が出るのか、また、借換

債の借入内容について、との質疑に対し、 

 年度末の不良債務の状況は 12 月まで

の試算表が出来ており、今後においても

試算表レベルで調整等があり、基本的に

は医者の関係で当初予算と大きく異な

るものは、４月以降内科の入院が出来な

いという部分が年度途中で発生し、その

関係で現在入院している患者で長期に

わたる場合は他の病院に紹介せざるを

得ないという中で、病床の利用率、入院

患者がその時に応じて漸減せざるを得
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ない状況で、当初見込んでいた不良債務

の発生額よりもさらに悪化している。 

 また、借換債について、従来 7.3％で

借りている高利の部分について、一般会

計等と併せて申請手続きを行なってお

り、これは借換債の借入が可能である、

との答弁。 

 次に、提出された資料で借換が 1 億

6,210 万円となっているが、企業債の 5％

以上の金額はいくらになっているのか、

また、現在の残高はいくらになっている

のか、との質疑に対し、 

 5％以上の金額については資料として

提出している金額の 1 億 6,210 万円であ

り、全体の残高総額としては、年度当初

で 3 億 6,685 万 8,000 円となっている。

との答弁がありました。 

 なお、議案第 3 号、議案第 5 号及び議

案第 6 号について、質疑はありませんで

した。 

 以上の経過から、議案第 1 号ないし、

議案第 6 号の以上 6 件については原案の

とおり可決すべきものと決定いたしま

した。 

 本委員会の決定どおりご承認をいた

だきますよう、お願い申し上げまして、

報告を終わります。 

●議長林 国夫君 これより議案第１号ない

し議案第６号の以上６件について一括質疑を

行います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

 これをもって一括質疑を終結いたします。 

 これより一括討論を行います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

 これをもって一括討論を終結いたします。 

 これより一括採決いたします。 

 本件は、委員長報告のとおり決することに

ご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、議案第議案第議案第議案第１１１１号平成号平成号平成号平成 11119999 年度美唄市一般年度美唄市一般年度美唄市一般年度美唄市一般

会計補正予算会計補正予算会計補正予算会計補正予算（（（（第第第第５５５５号号号号））））ないしないしないしないし議案第議案第議案第議案第６６６６号平号平号平号平

成成成成 11119999 年度美唄市年度美唄市年度美唄市年度美唄市工業用水道事業工業用水道事業工業用水道事業工業用水道事業会計補正予会計補正予会計補正予会計補正予

算算算算（（（（第第第第１１１１号号号号））））の以上６件は、委員長報告のと

おり決定されました。 

 

●議長林 国夫君  次に日程の第３、議案

第 7 号財政調整基金使用の件を議題といたし

ます。 

 本件に関し、提案理由の説明を求めます。 

 市長。 

●市長桜井道夫君（登壇）  ただいま上程

されました議案第 7 号財政調整基金使用の件

について提案理由をご説明申し上げます。 

 本件は、原油高騰による施設等の燃料費の

財源に充てるため、議案に記載のとおり基金

を使用することについて、財政調整基金条例

の規定により議会の議決を求めるものであり

ます。 

 よろしくご審議をお願いいたします。 

●議長林 国夫君  これより議案第 7 号に

ついて質疑を行ないます。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 これより討論を行ないます。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 これをもって討論を終結いたします。 

 これより採決いたします。 
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 本件は原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、議案第議案第議案第議案第 7777 号財政調整基金使用号財政調整基金使用号財政調整基金使用号財政調整基金使用のののの件件件件

は、原案のとおり決定されました。 

 

●議長林 国夫君 以上をもちまして、今期

臨時会に付議されました各案件は、全部議了

いたしました。 

 これをもって、平成 20 年第１回美唄市議会

臨時会は閉会いたします。 

 

午前１０時４４分 閉会 

 


